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インド・ASEAN における主要 5 カ国との国際協力状況 

 

 
○福田佳也乃（JST アジア・太平洋総合研究センター） 

kfukuda@jst.gojp 

 

 
11.. ははじじめめにに  

地政学的情勢が絶え間なく変化する中、経済安

全保障に対する関心の高まりや技術を巡る覇権

争いの激化などを背景に、インド・ASEAN が欧

米主要国や中国と、科学技術イノベーション協力

を積極的に進めている。 
そこで、インド・ASEAN と米国、英国、ドイ

ツ、フランス、中国の主要 5 か国の科学技術イノ

ベーション協力の状況について、政府レベルの二

国間協力を中心に、デスクトップ調査を行った。

1) 具体的な取り組みを決定する会議体、2) 主な

合意・議論内容、研究、教育、交流など、科学技

術イノベーションに関する協力を推進するため

の組織（拠点、ネットワークなど）とその協力分

野、3) 特徴的な組織とその狙い、協力状況、の 3
項目について、俯瞰的かつ網羅的に情報を収集し、

整理した。 
なお、本報告は原則 2025 年 7 月までの情報に

基づくものである。 
 

22.. イインンドド  

インドは、米国、英国、ドイツ、フランスとそ

れぞれ、政府レベルでの二国間合意や、政府関連

機関、大学、企業の拠点などを通じて、様々な協

力活動を実施している。特に、米国、ドイツ、フ

ランスとはそれぞれ、双方の政府が共同で設立し

た「印米科学技術フォーラム (IUSSTF)」（2000
年設立）、「印独科学技術センター (IGSTC)」（2011
年設立）、  「印仏先端研究推進センター 
(IFCPAR/CEFIPRA)」（1987 年設立）を通じて、

科学技術イノベーション協力を推進している（表

1）。以下、各国との取り組みについて概説する。 
 

表表 11  イインンドドとと米米国国、、ドドイイツツ、、フフラランンスス各各国国ととのの科科学学技技術術イイノノベベーーシショョンン推推進進共共同同設設置置組組織織  

 
 
22..11.. 米米国国  

インドと米国の両国政府が共同出資する独立

組織として 2000 年 3 月に設立された「印米科学

技術フォーラム (IUSSTF)」は、 25 年以上にわた

り、科学技術イノベーション協力を促進するプロ

グラム（科学ネットワーク、イノベーション・起

業、研究開発、訪問交流・フェローシップ、戦略

的イニシアティブ）を実施している。特に、近年

新たに加えられた「戦略的イニシアティブ」プロ

グラムでは、量子技術や AI など、重要新興技術に

関する共同研究開発を推進している。 

2022 年 5 月に合意された「重要新興技術に関す

る米印イニシアティブ (iCET)」と連携して、 2023

年 4 月、アメリカ大学協会 (AUU) 「米印大学パ

ートナーシップ拡大に関するタスクフォース」が

設置され、米印の研究・高等教育の協力拡大策の
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検討が進められた。その一環として、インド工科

大学 (IIT) とパデュー大学とニューヨーク州立

大学バッファロー校 (UB) が共同で、量子技術や

AI など、重要新興技術に関する 4つのセンターオ

ブエクセレンス (CoE) を設置している。 

また、インド政府が推進する高等教育の国際化

に応じて、イリノイ工科大学が米国大学初のキャ

ンパスを開設し、2026 年秋の入学開始を予定して

いる。 

 
22..22.. 英英国国  

インドは英国と、政府レベルでの経済・安全保

障・教育なども含めた包括的指針に関する合意の

下、科学技術イノベーション協力を推進している

ほか、英国の政府関連機関や大学組織、企業の事

業拠点などを通じて、様々な協力活動を展開して

いる。 

インドの英国高等弁務官・副弁務官事務所を拠

点に英国の複数機関が連携して活動している「科

学技術ネットワーク (STN)」（2025 年 2 月に「科

学イノベーションネットワーク (SIN)」から改称）

や、印英間の教育連携強化を図る「英印教育研究

イニシアティブ (UKIERI)」を通じて、両国は 20

年以上にわたり、共同研究や人材育成における協

力を促進し、充実した人的ネットワークを構築し

ている。 

2023 年 4 月、両国政府が締結した研究・イノベ

ーションに関する覚書に基づき「英印ネットゼロ

イノベーションバーチャルセンター」が設置され、

インドの製薬業界の脱炭素化、輸送・エネルギー

システムのイノベーション、グリーン水素のイノ

ベーションに関する取り組みがそれぞれ推進さ

れている。 

また、インド政府の認可を受けてキャンパスを

開設する英国大学が近年増加しており、2025 年 4

月に公表された印英財務担当大臣共同声明には、

英国大学のインドへのキャンパス設置を歓迎す

る旨が明記されている。 

 
22..33.. ドドイイツツ  
インドはドイツと、 2011 年 10 月に両国政府に

よって設立された「印独科学技術センター 

(IGSTC)」や、2012 年 10 月にドイツ学術交流会 

(DAAD) が設置した「ドイツ科学・イノベーション

フォーラム (DWIH) ニューデリー」をはじめとす

る公的機関のほか、大学組織、企業の事業拠点、

ドイツ国際協力公社 (GIZ) との共同プロジェク

トなどを通じて、様々な協力活動を展開している

ほか、近年、政府レベルで大学・研究機関間の研

究・教育協力の具体策を打ち出し、実行している。 

IGSTC は、両国から少なくとも 1 つの研究・学

術機関と 1 つの官民企業が参加する「2+2 パート

ナーシップ」形式で、産業関連の共同研究開発イ

ノベーションプロジェクトを支援しており、2025

年公募は、2024 年 10 月の政府間合意に基づき、

先端材料をテーマに実施された。 

2025 年 1 月に両国政府によって設置された「明

日のためのドイツ・インド学術ネットワーク 

(SPARC-GIANT)」は、学術的モビリティの促進、共

同研究の推進、学術協力の深化を目的に、新エネ

ルギー材料、スマートシティ、半導体、ヘルスケ

ア、AI、量子コンピューティング、先進製造業な

ど、幅広い重要新興技術分野において、共同プロ

ジェクトを推進している。 

 
22..44.. フフラランンスス  
インドはフランスと、1987 年に両国政府によっ

て設立された「印仏先端研究推進センター 

(IFCPAR/CEFIPRA)」や、フランス国立科学研究セ

ンター (CNRS) の研究協力拠点、フランス開発機

構 (IRD) との共同プロジェクト、企業の事業拠

点などを通じて、様々な協力活動を展開している

ほか、近年、政府レベルで二国間の共同研究プロ

ジェクトの実施、二国間関係のロードマップ「ホ

ライズン 2047」の下での具体的取り組みの実行を

進めている。 

2024 年 1 月の政府間合意に基づく「仏印共同研

究プロジェクト」は、グリーン水素イノベーショ

ンをテーマに第 1 回公募を実施し、両国の研究ネ

ットワークの強化と発展を促進している。 

IFCPAR/CEFIPRA は長年にわたり、幅広い分野に

おける両国の大学・研究機関間協力、産学パート

ナーシップの強化を支援しており、近年は、AI、

サイバーセキュリティ、スマートモビリティ、デ

ジタルヘルスなど、特定分野における共同研究開

発プロジェクトも促進している。 

また、「ホライズン 2047」で位置付けられてい

る「健康のためのライフサイエンス分野における

仏印キャンパス」では、ライフサイエンス・保健

医療分野における両国の教育・研究拠点の形成が

進められている。 

 
22..55.. 中中国国  
インドは中国と 2020 年以降、科学技術協力に

関する政府レベルの会合等は行っていない。2024

年 10 月の国境撤兵合意を経て、まずは経済分野

で関係改善が図られ、その進捗に応じて、科学技

術協力も徐々に再活性化すると考えられる。ただ

し、インド、中国を含む BRICS 加盟国間では、科

学技術イノベーション、産業、ICT などの各分野

における協力について閣僚・政府高官レベルでの

協議が実施されている。 
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両国の技術・経済協力推進やインドでの中国語

教育を担う非政府・営利組織が両国に設置されて

いるが、中国の大学・研究機関や企業が設置する

組織は確認できない。 

このように、両国の研究開発協力の取り組みは

確認できないが、イベントや奨学金制度を通じた

人的交流は実施されている。 

 

33.. AASSEEAANN  
ASEAN は、米国、英国、ドイツ、フランス、

中国とそれぞれ、政府レベルでの二国間合意に基

づき、中長期的な方針や計画を策定し、具体的な

協力活動を推進している。その他の各国との取り

組みについて、以下概説する。 
 
33..11.. 米米国国  

ASEAN は米国と、政府レベルでの合意や米・

国際開発庁 (USAID) とのパートナーシップな

どを通じて、様々な協力活動を推進してきた。特

に、米・ASEAN スマートシティパートナーシッ

プでは、米国から USAID などの政府組織や民間

部門と様々な協力を実施し、多額の投資を受けて

きたほか、メコン・米国パートナーシップにおい

ても、人材育成や資源管理など、幅広い分野の課

題への対応を促進してきた。 
2025 年 4 月に開催された米・ASEAN 合同協力

委員会では、スマートシティやメコン地域での開

発協力や、人的・文化交流を引き続き強化するこ

とが確認されているが、 2025 年 7 月、ASEAN
との協力において重要な役割を担ってきた

USAID の廃止が発表された。 
ASEAN 主要 6 か国（シンガポール、マレーシ

ア、タイ、インドネシア、ベトナム、フィリピン）

も米国とそれぞれ、政府レベルでの二国間合意に

基づき、AI・デジタル技術、半導体、農業、環境・

エネルギーなど、特定分野における協力を強化し

ている。また、米国の政府関連機関や大学の研究・

教育拠点、企業の事業拠点などを通じて、様々な

協力活動を展開している。 
特に、シンガポールは米国の大学や企業の拠点

などを通じて、様々な協力活動を展開している。

また、マレーシアやタイでは、米国企業の事業拠

点が増加しつつある。 
USAID の廃止が、ASEAN と米国との協力の

あり方にどのような影響を与えるのか、ASEAN
加盟国は米国とどのような協力関係を構築して

いくのか、今後の動向に注目する必要がある。 
 
33..22.. 英英国国  

ASEAN は英国と、政府レベルでの ASEAN・

英国行動計画の策定や科学技術イノベーション

対話の実施などを通じて、持続可能な開発のため

の短期プロジェクト、AI やエンジニアリングバイ

オロジーをはじめとする新興技術に関する共同

プロジェクトなど、様々な取り組みを促進してい

る。 
ASEAN 主要 6 か国も英国とそれぞれ、政府レ

ベルでの二国間合意に基づき、AI・デジタル技術、

半導体、農業、ヘルスケア、フィンテックなど、

特定分野における協力を強化している。また、英

国の公的機関や大学の研究・教育拠点、企業の事

業拠点などを通じて、様々な協力活動を展開して

いる。 
ASEAN 主要 6 か国には、英国大学の研究・教

育協力組織やキャンパスがそれぞれ設置されて

おり、近年は、ベトナムとフィリピンを除く 4 か

国が、英国との大学コンソーシアムを設立し、イ

ンドネシアとベトナムが、英国とアントレプレナ

ーシップ教育プログラムを実施するなど、各国と

も英国と、高度人材育成に関する協力を推進して

いる。 
 
33..33.. ドドイイツツ  

ASEAN はドイツと、政府レベルでの実務協力

分野の選定を通じて、情報通信技術、サイバーセ

キュリティ、気候・環境・エネルギーのほか、零

細・中小企業振興、技術職業教育訓練 (TVET) な
ど、幅広い協力関係を促進している。 

ASEAN 主要 6 か国もドイツとそれぞれ、エネ

ルギー、デジタル技術、農業、TVET など、特定

分野における協力を強化している。また、シンガ

ポール、インドネシアを中心に、ドイツの公的機

関や大学の研究・教育拠点、ドイツ国際協力公社 
(GIZ) との共同プロジェクト、企業の事業拠点な

どを通じて、様々な協力活動を展開している。 
特に、シンガポール、ベトナムはドイツとの共

同研究プログラムを実施しており、マレーシア、

インドネシア、フィリピンは、EU のプログラム

を通じて、ドイツをはじめとする複数の EU 加盟

国と、高等教育機関間の学術連携に取り組んでい

る。 
また、インドネシア、フィリピンを除く 4 カ国

には、工学教育を主とするドイツの大学・教育機

関が設置されているほか、シンガポール、マレー

シア、ベトナムはそれぞれ、ドイツとの官民連携

による技術人材育成を推進している。 
 
33..44.. フフラランンスス  

ASEAN はフランスと、政府レベルでの実務協

力分野の選定を通じて、気候変動、生物多様性の

ほか、共同研究、大学間協力、人的交流など、幅

広い協力関係を促進している。2024 年 9 月、
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ASEAN・仏基金を設立し、実務協力分野における

協力の強化に取り組んでいる。 
ASEAN 主要 6 か国もフランスとそれぞれ、AI・

デジタル技術、エネルギー、農業、材料科学など、

特定分野における協力を強化している。また、シ

ンガポール、タイを中心に、フランス政府やフラ

ンス国立科学研究センター (CNRS) の研究協力

拠点、フランス開発機構 (IRD) との共同プロジ

ェクト、企業の事業拠点などを通じて、様々な協

力活動を展開している。 
直近では、2025 年 5 月、シンガポールはフラ

ンスと AI、量子、ロボティクスに関する協力に合

意し、それぞれ共同プロジェクトを推進している。 
 
33..55.. 中中国国  

ASEAN は中国と、政府レベルでの中・ASEAN
行動計画の策定を通じて、 STEM (科学・技術・

工学・数学) 分野での人的交流、通信・デジタル

分野での政策交流や研究協力など、協力関係を強

化している。2025 年 5 月の首脳会議は、湾岸協

力理事会と ASEAN、中国の 3 者で初めて開催し、

アジア・太平洋と中東の協力関係の構築も促進し

ている。 
ASEAN は継続的に中国への留学を支援してい

るほか、2025 年初頭以来、広西チワン族自治区と

の AI に関する協力を急速に推進している。 
ASEAN 主要 6 か国のうち、フィリピンを除く

5 カ国は、中国と包括的戦略的パートナーショッ

プの下で、協力内容を具体化している。特に、マ

レーシア、タイ、ベトナムは、AI などの新興技術

を中心に、共同研究所の設置や共同研究プロジェ

クトの実施などに合意し、関係を強化しつつある

（表 2）。 
また、シンガポール、タイ、インドネシアには、

中国との研究協力組織が設置されている。特にシ

ンガポールは、中国の大学との共同研究・協力拠

点、企業の事業拠点、二国間大型開発プロジェク

トなどを通じて、様々な協力活動を展開している。 
ASEAN 主要各国が、米中両国との間のバラン

スをどのように取っていくのか、引き続き留意が

必要である。 

 

表表 22  AASSEEAANN 主主要要 55 かか国国とと中中国国ととのの科科学学技技術術イイノノベベーーシショョンン協協力力にに関関すするる主主なな合合意意  

 
 

44.. おおわわりりにに  

インド・ASEAN と日本が協力を進める上で、

科学技術イノベーション協力推進拠点や大学キ

ャンパスの設置、既存組織を活用した人的ネット

ワークの拡充などは、検討の余地があるだろう。

また、共同プロジェクトを設計するにあたっては、

協力分野や規模をどのように設定するか、主要 5
か国の取り組みが参考になるだろう。 
昨今の地政学的情勢は目まぐるしく変化して

いる。特に、2025 年 1 月に発足した米国第 2 次

トランプ政権の政策と国際関係が、今後の国際科

学技術イノベーション協力に大きく影響する可

能性がある。インド・ASEAN と欧米主要国や中

国の科学技術イノベーション協力の進展を注視

しつつ、日本はどのような協力関係を構築してい

くのか、検討が求められる。 
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